
 

市川市立第四中学校ＰＴＡ会則 

第１章 名称と事務所 

第１条  本会は市川市立第四中学校ＰＴＡと称し、事務所を学校内に置く 

第２章 目的及び活動 

第２条  本会は学校、家庭及び地域社会が協力して、生徒の福祉を増進するとともに民主教育の発展向上を図る

ことを目的とする 

第３条  本会の目的を達成するために、次の活動を行う。 

１ 家庭と学校との関係を一層緊密にし、生徒の教育について保護者と教師の協力を図る 

２ 家庭、学校及び社会における生徒の福祉を増進する 

３ 学校の教育的環境の整備を図る 

４ 成人教育を盛んにすることにより会員の理解と向上を図る 

５ 会員相互のよりよき理解と協力を深めるために活発なる広報活動に努める 

６ 他の社会の諸団体及び機関と協力して本会の目的達成に努める 

７ 会員の理解と交わりを深めることにより相互の親睦に努める 

第３章 方針 

第４条  本会は、教育を本旨とする民主団体として、次の方針に従って活動する 

１ 特定の政党や宗教に偏ることなく、また、専ら営利を目的とするような行為は行わない 

２ 本会または本会役員の名で公私の選挙の候補者を推薦しない 

３ 学校の人事、その他の管理には干渉しない 

第４章 会員 

第５条  本会の会員を正会員、賛助会員、名誉会員とする 

第６条  正会員は次の通りとする 



 

１ 市川市立第四中学校に在籍する生徒の父母またはこれに代わる者 

２ 市川市立第四中学校の校長及び教職員 

第７条  賛助会員は、この会の趣旨に賛同し活動には直接関与しない者とする 

第８条  名誉会員は、この会の趣旨に賛同し、運営委員会の承認のあった者とする 

第９条  本会の正会員、賛助会員は会費を納めるものとする 

会費は一世帯月額 300 円を基本とするが、運営会議の承認をもって減額の変更を可能とする 

第５章 経理 

第 10 条  本会の活動に要する経費は、会費、事業益金、寄付金及びその他をもってこれに充てる 

第 11 条  本会の経理は、総会において議決された予算に基づいて行われる 

第 12 条  本会の決算は、会計監査を経て、総会に報告され、承認を得なければならない 

第 13 条  会計年度は 4 月 1 日に始まり翌年 3 月 31 日に終わる 

第６章 役員 

第 14 条  本会に次の役員を置く 

 会長 １名 

名誉会長 １名（校長） 

副会長 若干名（うち１名教頭）書

記 ３名程度会計 ２名程度 

第 15 条  役員は、年度初めの総会において各役員の候補者につき単記無記名投票を行い決定する 

ただし、総会の承認があれば投票を省略することができる 

役員の補充または変更がある場合は、運営委員会で承認し、会員に通知する 

第 16 条  役員の任期は１年とし、補欠または変更による任期は残任期間とする。ただし、再任を妨げない 

第 17 条  会長は次の職務を行う。 

１ 総会及び運営委員会を召集し、運営委員会の議長となる 

２ 学年委員会及び専門委員会の推薦により委員長を委嘱する 

３ 運営委員会の承認を得て、臨時委員会の委員長を委嘱する 

４ 会長は役員、会計監査候補者指名委員会 、選挙管理委員会の 

集会を除く全ての集会に出席して、意見を述べることができる 

第 18 条  副会長は会長を補佐し、会長に事故ある時はその職務を代行する 

第 19 条  書記は次の職務を行う。 



 

１ 総会及び運営委員会の議事ならびに本会の活動に関する重要事項を記録する 

２ 記録、通信その他の書類を保管する 

３ 会長の指示に従って、本会の庶務を行う 

第 20 条  会計は次の職務を行う 

１ 総会が決定した予算に基づいて一切の会計事務を処理する 

２ 総会において、会計監査委員の監査を経た決算を報告する 

３ 本会の財産を管理する 

４ 予算の立案について協力する 

 

第７章 会計監査委員 

第 21 条  本会の経理を監査するため、３名程度の会計監査委員を置く 

第 22 条  会計監査委員の選出は、第 15 条役員選出に準じて行う 

第 23 条  会計監査委員は必要に応じて随時会計監査を行うことができる 

第８章 選挙管理委員 

第 24 条  役員及び会計監査委員の選挙に関する事務を処理するため、若干名の選挙管理委員を置く 

第 25 条  選挙管理委員は年度当初の総会において選出し、任期は１年とする 

第９章 選考委員会 

第 26 条  役員及び会計監査委員の候補を指名するときは、選考委員会を置く 

第 27 条  選考委員会の委員の数と選出の方法は細則で定める 

第 28 条  選考委員会の委員は、その任務を終了した時に解任される 

第 10 章 総会 

第 29 条  総会は全会員をもって構成され、本会の最高決議機関である 



 

１ 総会は定期総会及び臨時総会とする 

２ 定期総会は年１回これを開催する 

３ 臨時総会は運営委員会が必要と認めたとき、または、会員の１０分の１以上の要求があった時に

開催する 

４ 総会は会員世帯数の５分の１以上の出席により成立し、議決は出席者の過半数による 

５ 前項の出席者は、世帯あたり１名とし、委任状を含む 

（補足）委任状は基本的には「議場への一任」とし、議決結果は「賛成〇票、反対〇票、議場一任〇票」となる 

第 30 条  総会の議長は、総会において選出する 

第 11 章 運営委員会 

第 31 条  運営委員会は次の構成員で構成され、本会の事業の企画調整に当たる 

１ 第 14 条に定められた役員 

２ 学年委員会と専門委員会の委員長、副委員長、及び臨時委員会のある場合はその委員長、副委員

長 

３ その他必要に応じ運営委員会の承認を得て関係者の出席を認めることができる。 

第 32 条  運営委員会は会長が必要と認めたとき、または、構成員の４分の１以上の要求があったときに開催す

る 

第 33 条  運営委員会は、委員の現在数の２分の１以上が出席しなければ、この会を開き議決することができな

い 

第 34 条  運営委員会の議事は出席者の過半数で決定する 

第 12 章 学年委員会・専門委員会及び臨時委員会 

第 35 条  １ 本会の活動に必要な事項について調査研究、立案、執行するため学年委員会並びに専門委員会を置

く 

２ 学年委員会、専門委員会についての必要な事項は細則で定める 

第 36 条  １ 特別な事項について必要がある時は臨時委員会を設けることができる 

２ 臨時委員会について必要な事項は細則で定める 



 

第 13 章 細則 

第 37 条  １ 本会の運営に関し必要な細則は、この規則に反しない限りにおいて運営委員会の議決を経て定める 

２ 運営委員会において細則を制定または改廃した場合は、その結果を次期総会に報告しなければなら

ない 

第 14 章 改定・改正 

第 38 条  本会則は、総会における出席者の３分の２以上の賛成によって改定・改正することができる 

平 成 2 6 年 4  月 1 9 日 第 6 章 改 定 

平成 26 年 4 月 19 日第 10 章改定 

平 成 28 年 4 月 23 日 第 6 章 改 定 

平 成 2 9 年 4 月 2 2 日 第 6 章 改 定 

平 成 2 9 年 4 月 2 2 日 第 1 1 章 改 定 

平成 29 年 4 月 22 日第 12 章改定 

令 和 5 年 4 月 22 日 第 4 章 改 定 

令 和 6 年 4 月 25 日 第 4 章 改 定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰規定及び慶弔規定 



 

 

表彰規定及び慶弔規定についてはＰＴＡ会則第１３章第３７条に基づいてこれを定める 

表彰規定 

 

第 １ 条 (目的)この規定は本校ＰＴＡの振興発展に関し、功績のあった個人の表彰に必要な事項を定める

（感謝状を含む） 

第 ２ 条 会員でその業績が会及び会員の向上、または生徒の福祉増進、教育の向上のため顕著である場合 

第 ３ 条        表彰は表彰状（感謝状を含む）を授与し記念品を贈呈する 

第 ４ 条       表彰は会員または学年委員長、専門委員長の具申を運営委員会がこれを受け決定する 

第 ５ 条       表彰は毎年ＰＴＡ総会において行なう 

慶弔規定 

 

第 １ 条        会員及び生徒の死亡があった場合には、その死を悼み、弔慰金をおくる 

1. 会員（教職員の同居の血族及び姻族の一親等を含む）及び生徒の死亡の場合は金 

１０，０００円の弔慰金をおくる 

但し、生花、花輪をもってこれに代えることができる 

2. 本会のために特に功労にあったと認められる者の死亡の場合は、金１０，０００ 

円の弔慰金をおくる 

このほか供物または花輪をおくることができる 

第 ２ 条    特に運営委員会において必要と認められた場合は、この慶弔規定に準じる 

第 ３ 条  会員が火災等、不慮の災害により相当な損害を受けた場合は（但し、天災は含まれない） 

金５，０００円の見舞金をおくる 

第 ４ 条  教職員の転退職に際しては慰労金をおくる 

但し、物品を以ってこれに代えることができる 

第 ５ 条  以上の事項に関しては、すべて運営委員会の承認を得て行われなければならない 

但し、急を要する場合には事後に開かれる運営委員会に報告、承認を受けなければならない 

附 則 この規定の適用は、昭和５３年４月２８日よりおこなわれるものとする 

 



 

                                                       平成２９年４月２２日  一部改正 

 

 

 

市川市立第四中学校 PTA 個人情報取扱 細則 

第１条（目的）この規則は市川市立第四中学校 PTA（以下「本会」と称す）の保有する個人情報について、そ

の適正管理に必要な事項を定めることにより、本会の適正かつ円滑な運営を図り個人の権利利益を保護する

ことを目的とする 

第２条（責務）本会は個人情報の重要性を認識し、個人情報保護法および本会則に基づき、本会で取扱う個人

情報の取得、利用、管理を適正におこなう 

第３条（個人情報の定義）個人情報とは、生存する個人に関する情報であって、当該情報に含まれる氏名、生年

月日その他の記述により特定の個人を識別できるものをいう 

第４条（管理責任者） 

本会における個人情報の管理責任者は会長とする 

第５条（取扱者） 

本会における個人情報の取扱者は役員及び各委員会の正副委員長と任命された委員とする 

第６条（守秘義務）個人情報の管理者および取扱者は、職務上知り得た情報を、みだりに他人に知らせ、不当

な目的に使用してはならない。その職を退いた後も同様とする 

第７条（個人情報の取得）個人情報を取得する際は、あらかじめ利用目的を定め明示し、原則として本人から直

接取得する。また、円滑な PTA 活動をおこなうために以下の情報を取得する 

（１） 会員の氏名・連絡先（住所・電話番号・携帯番号・メールアドレス） 

（２） 会員の子どもの氏名・クラス 

（３） 必要に応じ、会員や会員の子どもなどの写真 



 

第８条（個人情報の利用目的と制限） 

取得した個人情報は以下の目的のために利用する。 

（１） PTA の活動における連絡および名簿の作成 

（２） 広報誌の作成などにおける写真等 

（３） 市川市 PTA 連絡協議会などの上部団体への活動における名簿の提出依頼第９条（管理）個人情報は、

管理責任者または取扱者が適正に管理する。また、不要になった個人情報は、管理責任者立会いのも

と、適正かつ速やかに細断破棄するものとする 

第１０条（保管および持出等）個人情報の入った電子媒体（USB 等）を取り扱う際は、インターネット等に流

出しないよう十分に注意する。用紙等に記載された個人情報は鍵のついた棚にて管理をする。また、持ち出

す場合は第三者が入手することや閲覧がないように配慮する 

第１１条（第三者提供の制限）個人情報は次の場合を除き、あらかじめ本人の同意を得ないで第三者への提供

をおこなわないものとする。 

（１） 法令に基づく場合 

（２） 人の生命、身体または財産保護のために必要な場合 

（３） 国の機関もしくは地方公共団体またはその委託を受けたものが、法令の定める事務を遂行することに

対して協力する必要がある場合 

第１２条（情報の開示等）本会は、本人から個人情報の開示、利用停止、追加、削除を求められたときは、法

令に沿ってこれに応じる 

第１３条（情報漏えい対策）個人情報を漏えい（紛失含む）した恐れがあることを把握した場合は、直ちに管

理責任者へ報告する。管理責任者は報告内容確認後、速やかに解決にあたりその内容を公表する 

第１４条（教育）本会は、個人情報の取扱者に対して、年度初めに個人情報の取扱いに関する留意事項について

教育を実施する 

第１５条（改正） 

本規則は PTA 会則の細則に定める 

附則 本規則は、令和 4 年 5 月 12 日より施行する 

 


	第２章 目的及び活動
	第３章 方針
	第４章 会員
	第５章 経理
	第６章 役員
	第７章 会計監査委員
	第８章 選挙管理委員
	第９章 選考委員会
	第10章 総会
	第11章 運営委員会
	第12章 学年委員会・専門委員会及び臨時委員会
	第13章 細則
	第14章 改定・改正
	表彰規定
	慶弔規定

